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坂
出
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
案

の
審
査
過
程
に
お
い
て
、
当
局
よ

り
、
庁
舎
建
設
に
関
し
て
は
、
建

設
時
期
や
規
模
等
の
事
業
内
容
が

具
体
化
し
て
お
ら
ず
、
事
業
費
が

試
算
で
き
て
い
な
い
現
状
に
お
い

て
、
こ
の
基
金
は
、
将
来
、
庁
舎

建
設
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
財
政
負

担
の
軽
減
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
財
政
見
通
し

に
関
し
て
は
、
事
業
内
容
が
あ
る

程
度
具
体
化
し
た
段
階
で
、
そ
の

事
業
内
容
を
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
の
考
え

が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
よ
り
、
可
能

な
限
り
早
期
に
財
源
見
通
し
を
示

す
よ
う
求
め
、
ま
た
他
の
委
員
か

ら
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ

り
、
市
税
収
入
が
落
ち
込
ん
で
い

る
中
で
、
財
源
見
通
し
を
考
慮
し

な
が
ら
事
業
計
画
を
策
定
す
る
よ

う
要
望
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

異
議
な
く
原
案
を
了
承
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会

▼
坂
出
市
庁
舎
建
設
基
金

条
例
制
定
案
を
了
承

　

委
員
よ
り
、
本
年
４
月
に
開
校

す
る
坂
出
小
学
校
の
周
辺
は
、
交

通
量
が
多
く
、
事
故
等
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
通
学
路
の
安
全

対
策
に
関
し
、
当
局
の
考
え
を
た

だ
し
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
保
護
者
等
か
ら

要
望
が
あ
る
信
号
機
の
設
置
や
横

断
歩
道
の
新
設
な
ど
、
す
べ
て
を

実
現
す
る
の
は
困
難
な
見
通
し
に

あ
る
が
、
先
般
実
施
し
た
通
学
路

体
験
で
、
信
号
機
の
あ
る
箇
所
で

の
道
路
横
断
を
指
導
し
た
ほ
か
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
見
守
り
活
動
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
全
対

策
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
よ
り
、
当
局

の
考
え
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ

つ
も
、
坂
出
小
学
校
の
通
学
路
の

安
全
対
策
つ
い
て
は
、
開
校
時
だ

け
で
な
く
、
今
後
も
継
続
的
に
取

り
組
む
よ
う
、
強
く
要
望
が
あ
っ

た
。 教

育
民
生
委
員
会

▼
坂
出
小
学
校
の
通
学
路

の

安

全

確

保

を
　

委
員
よ
り
、
全
国
各
地
で
工
夫

を
凝
ら
し
た
地
域
独
自
の
特
色
あ

る
祭
り
づ
く
り
が
進
展
を
見
せ
る

中
、
本
市
の
さ
か
い
で
大
橋
ま
つ

り
、
特
に
総
お
ど
り
に
関
し
て

は
、
抜
本
的
に
見
直
す
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
、
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

　

当
局
か
ら
も
、
検
討
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ

れ
る
と
と
も
に
、
昨
年
の
大
橋
ま

つ
り
開
催
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今

後
、
調
査
結
果
を
十
分
参
考
に

し
、
順
次
、
改
善
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
よ
り
、
従
来

の
大
橋
ま
つ
り
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
鋭
意
研
究
、
検
討
し
、

多
く
の
市
民
が
楽
し
み
を
持
っ
て

参
加
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
祭
り

づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
要
望
が
あ

っ
た
。

環
境
経
済
委
員
会

▼
多
く
の
市
民
が
楽
し
め
る

大

橋

ま

つ

り

に
　

平
成
22
年
度
坂
出
市
一
般
会
計

予
算
案
の
審
査
過
程
に
お
い
て
、

委
員
よ
り
、
室
町
谷
内
線
道
路
改

良
事
業
の
第
２
期
及
び
第
３
期
工

事
に
係
る
地
元
関
係
者
と
の
協
議

に
つ
い
て
は
、
早
期
に
協
議
を
開

始
し
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
よ

う
要
望
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
は
、
車
両

の
混
雑
解
消
を
事
業
着
手
に
至
っ

た
根
拠
の
１
つ
に
挙
げ
て
い
る

が
、
こ
の
路
線
に
混
雑
は
見
受
け

ら
れ
ず
、
こ
の
事
業
が
周
辺
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
の
見
解
を

示
し
た
上
で
、
こ
の
事
業
に
多
額

の
予
算
を
充
て
る
こ
と
に
は
大
い

に
疑
問
が
あ
り
、
早
急
に
整
備
を

要
す
る
路
線
で
あ
る
と
は
認
め
が

た
く
、
即
刻
中
止
す
べ
き
と
の
反

対
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
平
成
22
年
度
坂
出
市
一
般
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
了
承

し
た
。

都
市
建
設
委
員
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▼
室
町
谷
内
線
道
路
改
良

事
業
に
賛
否
の
意
見

　

委
員
よ
り
、
市
立
病
院
の
看
護

師
及
び
助
産
師
の
新
年
度
の
採
用

状
況
に
関
し
、
当
局
の
説
明
を
求

め
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
今
年
度
は
看
護

師
の
応
募
者
数
が
採
用
予
定
人
数

に
満
た
ず
、
ま
た
助
産
師
は
応
募

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
秘
書
課
を
通
じ
、
新
規
採
用
募

集
に
加
え
、
年
度
途
中
の
随
時
募

集
を
実
施
す
る
な
ど
、
人
員
の
確

保
に
鋭
意
努
め
て
い
く
と
の
姿
勢

が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
よ
り
、
医
師

に
つ
い
て
は
、
医
師
確
保
対
策
の

一
環
と
し
て
、
今
年
度
新
た
に
診

療
科
部
長
を
新
設
し
、
待
遇
の
向

上
を
図
っ
た
が
、
全
国
的
に
看
護

師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
看
護

師
や
医
療
技
術
者
に
つ
い
て
も
、

役
職
の
新
設
な
ど
、
人
員
の
確
保

に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討
す
る
よ

う
要
望
が
あ
っ
た
。

▼
看
護
師
や
医
療
技
術
者
の
人

員
確
保
に
つ
な
が
る
方
策
を

市
立
病
院
運
営
・
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備
等

特

別

委
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会


